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単方向絶縁型デジタルカプラ

特　長
●低消費電力：
　チャンネル当たり12mW未満（標準値）
●絶縁耐圧：1500Vrms
　100％局部放電試験済み
●非同期または同期動作
●ダブル・バッファ設計により、バスライン・
　システムへ簡単に統合可能
●3ステート出力
●パッケージ：24ピンPDIPまたはガルウィング
●転送速度：2Mワード/秒
●過渡回復：1μs

アプリケーション
●パラレルADC/DAC
●デジタル・インターフェース
●デジタル伝送
●グランド・ループ絶縁

ISO508ISO508

ISO508

PDSJ-1422B  August, 1998

概　要
　ISO508は、バー・ブラウンの容量性バリア技術に基づ
く８チャンネルの絶縁型デジタルカプラです。新開発の
回路により、電源投入時の状態でも正しい論理レベルを
確保し、これまでの容量性デバイスに見られるような
エッジ・センシティブな性質を抑えています。この回路に
より、過渡的な中断の後でも必要に応じて正しい出力を
復元できます。
　ISO508 は入力バッファと出力バッファを備えており、
μPバス・システムに簡単に統合できます。出力バッファ
は３ステート機能を持ち、OEを使用してハイ・インピー
ダンスにできます。これにより、他の絶縁方法では外部回
路を必要とするデータ・バスへの多重アクセスが余分な
部品なしで可能になります。
　ISO508は、８ビット・ワードを最大２Ｍワード/秒の速
度で転送し、これをフォトカプラで実現した場合のよう
なスキュー差の問題がありません。ISO508は24ピンPDIP
または24ピン・ガルウィング・パッケージで供給されます。
どちらも－40℃から＋85℃までの温度範囲で仕様が規定
されています。
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絶縁
定格電圧、連続 VISO 50Hz, 60Hz 1500 V
局部放電電圧 1s, 5x5pC/cycle(1) 2500 V
バリア・インピーダンス >1014, 10 ∂pF
リーケージ電流 240V, 60Hz 1 µA

2500V, 50Hz 12 µA
沿面距離 ＰＤＩＰ =“Ｐ”パッケージ 11 mm
内部絶縁距離 ＰＤＩＰ = “Ｐ”パッケージ 0.1 mm
過渡回復時間 ５ｋＶ/μｓエッジ 1 µs

DC特性
ハイ・レベル入力電圧 VIH 注2を参照 2 V
ロー・レベル入力電圧 VIL 注2を参照 0.8 V
入力プルダウン電流（連続、OE） IPD VIN = 5V 5 50 µA
入力リーケージ電流 IL LEI, LEO, D0-7 1 nA
ハイ・インピーダンス・リーケージ電流 IH 1 nA
入力キャパシタンス CIN 5 pF
ハイ・レベル出力電圧 VOH VS = 4.4 - 4.5, IOH = 6mA VS – 1 V
ロー・レベル出力電圧 VOL IOL = 6mA 0.4 V
出力短絡電流 IOS １秒以下，最大 30 mA

タイミング
LE幅（ロー） tWL 50 ns
LE幅（ハイ） tIL 15 ns
データ・セットアップ（LEIまで） tSU LEI“ハイ”～“ロー” 0 ns
データ・ホールド（LEIから） tH LEI“ハイ”～“ロー” 20 ns
伝播遅延 tPD データ入力～データ出力（連続） 1000 ns

LEI“ロー”～データ出力（同期） 520 ns
データ出力遅延 tDD LEO“ハイ”～データ出力変化 35 ns
出力立ち上がり /立ち下がり時間 tOD 10％～90％、CL = 50pF 9 14 ns
出力イネーブル tOE OE～データ有効“ハイ”または“ロー” 35 ns
出力ディスエーブル tDIS OE～データ・ハイ・インピーダンス 25 ns
スキュー 任意の２チャンネル間 5 ns
最大データ転送速度（同期） 2 Mw/s
　　　　　　　　　（連続） 1 Mw/s

電源
電源電圧 VSA, VSB 各側 4.5 5.5 V
電源電流 ISA 転送側DC 5 10 mA

転送側DC最大速度 7 15 mA
電源電流 ISB 受信側DC 8 12 mA

受信側最大速度 12 20 mA

温度範囲
動作 –40 +85 °C
保存 –40 +125 °C
熱抵抗、θＪＡ 75 °C/W

注：（1）すべてのデバイスが１秒間の試験を受けます。不良基準はサイクル毎5pC以上の5パルスです。（2）論理入力はHCTタイプであり、しきい値は電源電
　　圧の関数で約400mVのヒステリシスがあります。

仕様
特に記述のない限り、ＴＡ = +２５℃、ＶＳ = +５Ｖです。

このデータシートに記載されている情報は、信頼し得るものと考えておりますが、不正確な情報や記載漏れ等に関して弊社は責任を負うものではありません。情
報の使用について弊社は責任を負えませんので、各ユーザーの責任において御使用下さい。価格や仕様は予告なしに変更される場合がありますのでご了承下さい。
ここに記載されているいかなる回路についても工業所有権その他の権利またはその実施権を付与したり承諾したりするものではありません。弊社は弊社製品を生
命維持に関する機器またはシステムに使用することを承認しまたは保証するものではありません。

ISO508P, P-U

パラメータ 条　　　件 最小 標準 最大 単位



3

モデル パッケージ パッケージ図番号（1）

ISO508P 24ピン・プラスチックDIP 167

ISO508P-U 24ピン・ガルウィング表面実装 167-4

注：（1）詳細図および寸法表は、データシートの巻末を参照してください。

名称 機能

DIN（0-7） 入力データ・ライン。入力はCMOS/TTLコンパチブル

DOUT（0-7） 出力データ・ライン。出力はTTLコンパチブル

LEI 入力ラッチ・イネーブル。ロジック“ロー”で入力データ

が入力バッファにラッチされる。同期モードではラッチ・

データを内部データとして出力段へ転送開始。ロジック

“ハイ”で入力データが入力バッファにロードされる。

LEO 出力ラッチ・イネーブル。ロジック“ロー”で入力段から

の内部データが出力バッファにラッチされる。ロジック

“ハイ”で内部のデータの全ビットが出力バッファへ同時

にロードされる。

CONT 同期/非同期モード選択。ロジック“ハイ”で非同期モー

ド。ロジック“ロー”で同期モード。

OE 出力イネーブル。ロジック“ハイ”でDOUT（0-7）がハイ・

インピーダンスになる。ロジック“ロー”でDOUT（0-7）

は通常出力動作となる(イネーブル)。

ピン配置

Top View DIP

ピン構成

絶対最大定格

電源電圧：VSA ･････････････････････････････････････････････････････ －0.5V～＋6V
　　　　　VSB ･････････････････････････････････････････････････････ －0.5V～＋6V
最大入力電流（すべての入力ピン）B ･････････････････････････････････････ 20mA
連続絶縁電圧B･･･････････････････････････････････････････････････････････ 1500Vrms
保存温度B ･･･････････････････････････････････････････････････････ －40℃～＋125℃
リード温度（10秒間の半田付け）B ････････････････････････････････････ ＋260℃

パッケージ情報
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ISO508

         静電気放電対策

静電気放電はわずかな性能の低下から完全なデバイスの故障に至
るまで、様々な損傷を与えます。すべての集積回路は、適切なESD
保護方法を用いて、取扱いと保存を行うようにして下さい。高精
度の集積回路は、損傷に対して敏感であり、極めてわずかなパラ
メータの変化により、デバイスに規定された仕様に適合しなくな
る場合があります。
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動作説明
　ISO508の入力段は、８ビットのパラレルデータを時分割(シリ
アル)によりバリアを介して出力段に転送します。出力段では、
シリアルデータをパラレル変換し出力します。データ転送プロセ
スは２重ラッチの内側で行われるため、出力データ・ラインには
未完成(Invalid)なデータは現れません。
　ISO508には、データ転送プロセスに同期と非同期の２つの動
作モードがあります。モード選択はCONTピンで行います。
CONTを“ロー”にすると、LEIにデータ転送プロセスが同期す
る同期動作が選択され、CONTを“ハイ”にすると内部タイミン
グでデータが転送される非同期動作が選択されます。同期モード
では、データがバリアを介して転送されるタイミングをユーザが
制御することができ、非同期モードでは、内部ロジック制御に基
づいて、連続的にデータがバリアを介して転送されます。入力
ラッチと出力ラッチはレベル・センスです。

同期モード

　CONTが“ロー”のときは、入力データのバリアを介した転送
はLEIの制御に従います。LEIが“ロー”のときは、入力データは入
力バッファにロードされず、バリアを介したデータ転送も行わ
れません。LEIが“ハイ”になると、入力データは入力バッファに
ロードされます。LEIの立ち下がりエッジでデータはバリアを介
して転送されます。

図１．データ転送―同期モード

　データ転送中にLEIが“ハイ”になると、入力バッファに入力
データが再ロードされますが、進行中のデータ転送プロセスに
は影響を及ぼしません。そしてまだ転送が続いている間にLEIが
“ロー”になると、現在の転送プロセスを終了して、新しい
データで転送プロセスを再開します。このとき、中断されたプ
ロセスの転送データは破棄され､出力されることはありません。

　出力データはLEOの制御に基づいて変化します。転送終了時
にLEOが“ハイ”であると、出力データは全ビット転送完了の
直後に変化します。転送終了時にLEOが“ロー”であると、出
力データはLEOが“ハイ”になったときに変化します。どちら
の場合も、すべてのデータ・ビットが同時に変化するため、仕
様にあるスキュー特性が保証されます。目的のデータが来るま
でLEOを“ロー”に保持することで、必要に応じて転送データ
を部分的に無視することができます。また、LEOを“ハイ”に
保持することで、最大アップデート・ルートが得られます。

非同期モード

　CONTが“ハイ”に維持されると、内部の転送回路にデータ転
送タイミングの制御が移り、１Ｍワード/秒（８チャンネルの各
チャンネルで１Mbps）の非同期データ転送が開始されます。
　非同期モードは、内部制御に従って連続的に動作します。LEI
は入力データ・ラッチとして機能しますが、入力データのバリア
を介した転送は制御しません。同期モードと同様に、LEIとLEO
はそれぞれ入力データと出力データを選択または無視するために
使用できます。

図２．データ転送―同期モードでの再開

図３．データ転送―非同期モード
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図４．データ破壊

図５．同期モードのジッタ

図６．非同期モードのジッタ 図７．タイミング図
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データ破壊

　同期モード、非同期モードのいずれにおいても、過渡現象に
よって転送データの一部が乱れると転送データ全体が無効になり
ます。ただし、非同期モードでは、データが連続的に転送される
ため、破壊された情報は最大１μｓ以内に修正されます。同期モー
ドでは、データ転送がユーザの制御に従って行われるため、ソフ
トウェアによる再転送が必要になります。

データ転送とジッタ

　内部の20MHzクロックは、入力データの変化に対し非同期で
フリーランニングするため、動作モードによって２種類の「ジッ

タ」条件が考えられます。同期モードでは、LEIが“ロー”にな
るとデータがバリアを介して転送（クロック制御）されます。内
部クロック・サイクルに対してLEIがどのタイミングで“ロー”
になるかによって、連続する入力データ転送の間の「ジッタ」が
決まります。これは最大で50nsです。
　非同期モードでは、入力データは内部のクロックとロジック制
御に従って転送されます。入力データの変化がデータ転送の開始
直後に起こると、次の転送プロセスまで反映されません。転送プ
ロセスには同期クロックが２サイクル（ S0とS1）とデータ・ク
ロックが８サイクル必要です。これにより順次入力されるデー
タ・ブロック間のジッタの最大値は500nsです。
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図８．絶縁型16チャンネル可変ゲインDAS

図９．絶縁型８チャンネル出力バス（非同期動作）
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外観

CBBJ991102CG

パッケージ番号167－24ピン・プラスチックDIP

パッケージ番号167-4－24ピン・ガルウィング付DIP
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